
　多久市が進めている多久駅周辺中心市街地活性化

の取り組みや、今後のまちづくりを広く市民のみな

さんに紹介するシンポジウムを5月14日、多久市中

央公民館で開き、約200人が参加しました。専門家が

基調講演や昨年度のまちづくり事業報告を行い、パ

ネルディスカッションでは市民代表を交えて今後の

まちづくりのあり方を意見交換。多くのアドバイス

や提案が市民の関心を高め、みんなが「Ｉ Lｏｖｅ 
Ｔａｋｕ」と言えるまちづくりに夢を広げました。

多久駅周辺のまちづくりに関する問い合わせは、商工観光課 街づくり係 ☎75‒2117 まで

　

『
地
域
の
個
性
を
磨
く
ま
ち
づ
く
り
』

と
題
し
、
「
ま
ち
づ
く
り
は
将
来
を
考
え

る
こ
と
で
、
可
能
性
を
語
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
始
ま
っ
た
熊
本
大
学
の
両
角
光
男

工
学
部
長
の
基
調
講
演
は
、
多
く
の
事
例

を
映
像
で
紹
介
し
な
が
ら
、
多
久
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

る
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

事
業
活
動
報
告
で
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
た
め
多
久
市
が
取
り
組
ん
で
き
た

多
久
駅
周
辺
ま
ち
な
か
再
生
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
事
業
の
渡
會
清
治
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
『
多
久
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
活
動
』
と
し
て
、
昨
年
８
月
か
ら

商
工
会
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
市
民
各
層
で
協
議
を
重
ね
た
内
容
を

報
告
。
資
料
を
も
と
に
、
要
点
と
な
る
①

ま
ち
づ
く
り
10
年
構
想
②
街
並
み
の
景
観

形
成
③
ま
ち
の
空
間
イ
メ
ー
ジ
構
想
④
中

核
施
設
構
想
に
つ
い
て
説
明
し
、「
ま
だ
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
年
度
1

年
同
じ
よ
う
な
試
み
を
や
っ
て
、
中
身
を

積
み
上
げ
ま
す
」
と
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

今
後
の
課
題
や
進
め
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
移
り
、
渡
會
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
6
人
が
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
『
こ
れ
か
ら
の
時
代
と

多
久
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に

議
論
。
会
場
か
ら
「
多
久
全
体
で
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
、
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
動

か
な
い
と
住
み
た
い
、
行
き
た
い
ま
ち
に

な
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
も
出

さ
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
を

集
め
ま
し
た
。

　

多
久
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完

成
と
な
る
平
成
26
年
度
ま
で
の
期
間
は
、

ま
ち
に
命
を
吹
き
込
む
重
要
な
過
渡
期
。

市
で
は
今
年
度
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
構
想
の
策
定
、
ま
ち
を
動
か
す
エ
ン
ジ

ン
と
も
言
え
る
人
材
・
組
織
づ
く
り
を
重

点
的
に
行
う
予
定
で
、今
後
も
産
・
官
・

学
・
民
が
一
体
と
な
っ
て
理
想
に
一
歩
で

も
近
づ
け
る
よ
う
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

まちづくりに夢を広げよう

I Love Taku！ の
●特集●　多久駅周辺のまちづくりシンポジウム

▼

事
業
活
動
報
告
を
熱
心
に
聴
く
参
加
者

　まちづくりは、将来を考えることなので、いろんな可能性を語ること
ができます。
　賑わいのあるまちづくりで重要なことは、第一に住む人を増やすこ
と。そして働く人、訪れる人、通る人を増やすことでしょう。さてどう
やってと言うのが課題。まず考えることは、地元の市民が行きたくなる
ようなまちを作ることで、成功すれば周辺からも来てもらえるという考
え方が大事です。市民にとって魅力的なサービスを提供する、駅周辺に
滞在すること自体が楽しみな場所を作ること、市内各地から駅周辺に便
利に移動することができるようにすることも大事でしょう。
　魅力的な施設・建物をつくることも大事ですが、まち全体が魅力的な
場所であることも大事。施設デザインと隙間の空間デザインがカギを
握っています。例えばお店や喫茶店など建物と建物の間を隙間空間と呼
び、そういう場所で過ごす時間も意外と長く、そこで過ごすこと自体が
そのまちの魅力を作り、そこでの体験や印象がまちの魅力や印象につな
がっていくと考えます。隙間を色々演出することで、滞在することを楽
しめるまちができます。そのためにいろんな考え方があることを紹介し
ましたので、今後の討論のきっかけにつながればと思います。

(講演の一部を抜粋)

基調講演

演題「地域の個性を磨くまちづくり」
熊本大学 両角光男 工学部長

まち全体を魅力的な場所に！

３３ 市市報報たたくく２２００１１００．．７７


